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沖縄県

うるま市具志川多種目球技場
Bコート

八重瀬町スポーツ観光交流施設

中城村吉の浦公園
ごさまる陸上競技場

名護市21世紀の森公園サッカー・ラグビー場
天然芝グラウンド

八重瀬町東風平サッカー場

糸満市西崎陸上競技場



沖縄県では、沖縄観光の新たな魅力の創出や着地型観光の拡充等を図るため、ス
ポーツツーリズムを推進しており、現在、国内外から多くのプロサッカーチーム等
のスポーツキャンプが集積し、日本有数のキャンプ地を形成している。
一方で、本県でキャンプ実施を希望するチームは多くあるが、受入可能な施設が

限られているため、県内施設のインフラ整備等を行い、キャンプ受入体制を強化す
る必要がある。
本事業は、キャンプチームの更なる誘致拡大を図るため、受入市町村の新たな創

出に取り組み、キャンプ実施希望クラブの受入を行うことで、キャンプ開催地とし
てのブランドを強化し、サッカーキャンプを目的とした来訪者の増加、経済効果の
向上及び地域の活性化を目指す。
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受入市町村促進事業の趣旨

受入グラウンドの創出支援事業

本事業において、サッカーキャンプの受入可能なグラウンドの創出支援として
１つの施設を集中管理し、サッカーキャンプの誘致実現に努める事業を実施してい
る。
令和５年度については、名護市21世紀の森公園サッカー・ラグビー場の天然芝

グラウンド（赤囲み部分）において本事業を実践した。選定理由としては、沖縄県
北部におけるサッカーキャンプの重要拠点になり得る施設であり、初回のサッカー
キャンプを問題なく実施する事で、翌年以降のサッカーキャンプ継続に大きな効果
をもたらすと判断されたためである。

名護市21世紀の森公園は、上記写真の通り野球、サッカー、ラグビーのための
施設が充実している施設である。
野球場では日本ハムファイターズが長年キャンプを実施しており、今回新たに建

設された『天然芝グラウンド』と『ハイブリッド芝グラウンド』のサッカー・ラグ
ビー場で、サッカーキャンプの誘致を実施する事になった。



11月には、ウインターオーバーシーディングを施し、サッカーキャンプ実施の準
備をした。暖地型芝草を強く作り、その上に寒地型芝草を生育させて保護する本来
のウインターオーバーシーディングの目的を満たしつつ、プレーしやすいコンディ
ションを作る事に注力した。本事業を活用した事で、FC町田ゼルビア、栃木SCの
キャンプを実施する事ができた。 ※1ウインターオーバーシーディング…暖地型芝草の上に、
秋季に寒地型芝草（ペレニアルライグラスなど）の種子を播種して、秋季から春季に常緑を保ち、ターフ
のクッション性、プレーコンディション、美観を確保する管理手法のこと。

名護市21世紀の森公園 サッカー・ラグビー場
（天然芝グラウンド）
竣工後2年目のグラウンドで、まだ芝生の生育が落ち着いてない状況のグラウン

ドであった。着手直後に1回目の土壌調査を実施したところ、造成で使用された砂
の質が高く、透水性が非常に高いグラウンドで、その分保肥力が乏しいグラウンド
であったため、保肥力の改善のための作業を実施する事とした。

施肥やエアレーション、目砂散布などにより、ベースとなる暖地型芝草（ティフ
トン419）の根茎から発根量を増やす取り組みを実施し、なおかつ土壌改良材を散
布する事で保肥力の改善に努めた。9、10月は、※1ウインターオーバーシーディン
グの準備として暖地型芝草の病害や踏圧の抵抗力を高めるべくマグネシウムやカリ
ウム系の資材を投与し、芝生自体の体を強くする取り組みを実施した。
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202４年1～２月にて、県内各地でサッカーキャンプが実施された。

豊見城陸上競技場 南城市陸上競技場恩納村赤間サッカー場

巡回支援事業（県内各施設）
県内各施設を巡回し支援していく、巡回支援事業において、例年と同様にサッ

カーキャンプを実施する全ての施設において、土壌調査、クオリティ調査を実施し
た。この調査データを県内各施設に提供し、県内の芝水準を維持する。

今年度は規制もなく基本的には有観客でキャンプが実施され、各地でサッカー教室などの地元
との交流イベントが盛んに行われた。以前のような活気のあるキャンプとなりつつある。

土壌調査 クオリティ調査

課題
今年は降雨量、降雨頻度ともに少なく

県内全体的にグラウンドが乾燥状態とな
り、選手から硬いという声が聞かれた。
練習時の散水対応含めて、手散水では追
い付かないため、スプリンクラーの設置
による対策が急務と言える。
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